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１．研究計画の概要 
(1) 研究目的 
① 表層型メタンハイドレートの起源の解
明：海洋のメタンハイドレートは海底下数
百メートルに分布し地震探査記録で発見
されるものが多かったが、海底の詳細な探
査の進展により海底表層付近に塊状のハ
イドレートが分布することが分かってき
た。本研究では、日本海の東縁に発見され
た表層型のメタンハイドレート鉱床の起
源と進化を明らかにする。 

② 表層型メタンハイドレートは海洋に大量
のメタンを供給するメタンプルームを伴
う事が多い。深部からのメタン供給が海洋
環境、地球環境にどのような影響を与えて
いるか、とりわけ過去数万年の氷期—間氷
期における環境へのインパクトを解明す
ることを重要課題とする。 

(2) 研究内容 
① ピストンコアラによる海底からの採泥に
より、表層付近に分布するメタンハイドレ
ートおよびそれに伴う堆積物や炭酸塩、化
石片などを回収し、メタンハイドレートの
分布、メタンハイドレートを作るメタンの
起源（組成）、周辺の堆積物中の化学的異
常を明らかにする。 

② 潜水調査船（無人探査機）による海底の
観察とサンプリングを行い、メタンプルー
ムが発達する付近の海底の様子、とくにバ
クテリアの発達状況、炭酸塩の存在を明ら
かにする。 

③ 堆積物中の化石（有孔虫）を用いて、堆
積物の年代、その時代の海底の環境（酸素
濃度のレベル）変化を明らかにする。 

④ メタンプルームや海底メタンハイドレー
トが分布する海域の海水を採取して、現時
点でメタンがどれほど海水と海洋の生態
系に影響を与えているか明らかにする。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) メタンハイドレートの起源 
メタンハイドレートを作るメタンの炭素同
位体組成は-40‰程度であり、熱分解起源の
メタンに由来することがはっきりした．メタ
ンプルームを作るメタンガスも同様に熱分
解起源である。この事は、深部（～2000m）
のガスが表層まで効果的に運搬されている
ことを意味する。一方、メタンプルームから
離れた場所の堆積物中にも高い濃度でメタ
ンが含まれメタンフラックスも高いが、それ
らメタンの同位体は-80‰から-100‰と著し
く小さく微生物分解起源である。 
(2) ガスチムニーの発達 
地震探査データによると海鷹海脚と上越海
丘の中軸部付近にはサイスミック相がカオ
ティックは部分が発達する。ここはガス流体
が存在し、あるいは移動している場所と考え
られる。ここをガスチムニーと呼ぶ。ガスチ
ムニーが発達する部分の直上の海底面付近
に表層型ハイドレートやメタンプルームが
発達することからガスチムニーがメタンハ
イドレートシステムの発達に密接にかんけ
いしていると考えられる。 
(3) 速度異常 
海底の水温は 0.2℃、堆積物の地下増温率は
100m で 10℃であることが分かった。この事
から、水深約1000mの海鷹海脚におけるメタ
ンハイドレート安定領域の基底深度は約 110

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19204049 

研究課題名 ［和文］日本海東縁の海底メタンハイドレートと大規模メタン湧出に関する総合

的研究 
研究課題名 ［英文］Integrated study on the ocean floor gas hydrate and gigantic methane  
plume in the eastern margin of Japan Sea 
 

研究代表者 松本 良（MATSUMOTO RYO） 

東京大学・大学院理学系研究科・教授 

 研究者番号：40011762 

 



 

 

～120mと計算できる。地震探査プロファイル
で示されるBSR深度と安定領域として見積も
った110～120mから堆積物の速度（Vp）を見
積もると多くの場所で毎秒1000m程度となる。
海水で 1400m／秒、普通の未固結堆積物で
1500-1600m／秒であるので、海鷹海脚の速度
は著しく小さい。このように小さい値は堆積
物中にガスバブルが含まれることを強く示
唆する。今後、堆積物速度をその場で直接測
定する必要がある 
 
３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している。 
（理由）東京海洋大学との共同研究として海
鷹丸を利用したピストンコア調査を毎年継
続的に実施することができた。毎年行えると
いうことは、継続的研究の遂行のためには好
ましい条件である。一方、海洋研究開発機構
の研究船も毎年のように使用でき、深海底の
観察とピストンコアリングの結果の対比が
可能であった。海洋調査をするうえで必須な
研究船の使用が継続できたことが短い時間
で大きな成果を挙げられた理由である。これ
らに加え、本海域で資源エネルギー庁が実施
した高い精度の地震探査データの公開が挙
げられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) メタンの起源に関する問題も解明。 
メタンハイドレートやメタンプルームのメ
タンは同位体組成からは熱分解起源を考え
られる。熱分解起源のガスはエタンをかなり
の量含んでいるはずである。エタンはどこへ
行ったのか？深部からの搬送の間にメタン
とエタンが分離しエタンは深部でハイドレ
ートを作っている可能性が指摘できる。この
問題を解決するには深部ガスが必要である。
幸い、2010年度においてはこれまでのピスト
ンコアリングでは到達できなかった深いサ
ンプリングを実施する予定であり、深いコア
のガス組成、同位体組成が注目される。 
(2) ガスチムニー帯の確認 
ガスチムニーの内部はどうなっているの
か？ ガスハイドレートが充填しているの
か？あるいは気泡がはったつするのか？そ
の実体を明らかにするため、長尺のピストン
コアラを利用して表層堆積物の速度の測定
を試みたい。 
(3) 氷期—間氷期におけるメタンハイドレー

トの挙動 
氷期の海水準低下期においては海底への圧
力が低下するためハイドレートの分解が起
こる可能性がある。その時海底に住む有孔虫
等はメタンの影響を強く受けるだろう。有孔
虫を用いて環境へのインパクトを明確に打
ち出したい。 
 

５. 代表的な研究成果 
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